な 自信 を 胸に た 、ん でゐる ことであります。 

よく 云 はれる ことです が、 自尊心と いふ もの は、 ど 

うかす ると、 野蛮人 や 弱小 民族の 方が 余計に もって ゐ 

て、 他から 軽蔑され る こと を 極端に 気にする あの 心理 

に 通じます。 これ を 劣等感の ひとつの 現れと みるので 

ところで、 さう とば かり は 云へ ません。 元来 人並 以 

上の もの を もって ゐ るに は ゐ るが、 それ を、 た、 V もつ 

てゐる だけで は 満足し ないで、 機会 ある 毎に 人に 認め 

させよう とする ものが ある。 これが 自尊心、 自負心と 

なって 現れます。 最も ひどい のが 「己 惚れ」 であり ま 



申す まで もな く、 それ はま づ、 世界に 比類な き 歴史 

の 上に 立って、 次の 歴史 を 更に 新しく 書きつ ぐべき 最 

も 若々 しい 力と しての 矜り でなければ なりません。 

言ひ換 へれば、 第一 に 日本国民 としての 矜り、 第二 

に、 現代 青年と しての 矜リ が、 そこで は 一体と なって 

現れます。 日本人な らば 誰でも もたねば ならぬ 矜リ と、 

青年の みが もち 得る 矜リ とが、 渾 然と 融合した ところ 

に、 日本 青年 男女の 輝かしい 矜リが 生れる の だと 思 ひ 

ま ^9 

日本国民 として、 われわれ は、 自ら 大いに 恃む とこ 

ろが ある 害です。 



を、 真に 純潔に、 伸び伸びと、 光明に あふれ、 歓喜に 

ひたりつ、、 理想への 憧れ を 抱いて 邁進し つ > け たか 

どうかと いふ ことが 一 つ。 

この 二 つの ことがら を 顧みて、 心から 満足に 思 ふ も 

の は、 そんなに 沢山 はありますまい。 

しかしながら、 そこで 如何に 侮んでも、 もう 取 返し 

は つきません。 

青年の 前に は、 多くの ものが 開かれて ゐ るのに、 ひ 

と 度、 壮年の 時代が 来る と、 半ば 閉 された ものの みが 

眼の 前にあります。 しかも、 それ を 押し 開く 「力」 が 

既に 弱って ゐ るので あります。 



青年に のみ 許された 世界、 青年の み を迎へ 入れよう 

とする 領域が、 いろいろの 道に よって 諸君に 指し示さ 

れてゐ るので す。 

これ を、 青年の 特権と 云 ひます。 特権と いふ 言葉 は、 

こゝ では 法律 的の 意味 はない。 た >、 青年が 社会から 

好 もしい 眼で 見られて ゐる とい ふこと、 それ ゆ ゑ、 特 

別な 待遇 を 受けて ゐる とい ふこと です。 若さに 免じて 

大目に見る とい ふところ も あるで せう が、 それよりも 

やはり、 青年に 対する 世の中の 期待の 方が 大きい。 さ 

ぅ考へ るの が 当り前です。 

青年に して はじめて 為し 得る 行動、 青年で なければ 



のです。 

青年 はまた 男子で あれば 自由に 職業 を 選ぶ ことが で 

きる。 今日は 戦時下の 要求から 必ずしも すべての 青年 

がさう だと は 云へ ません が、 それでも、 準備と 努力 次 

第で、 ほ y 自分の 欲する 道に 進めます。 少く とも、 能 

力 以外に 掣肘 を 受ける もの はな いのであります。 

更に、 青年の 一番 大きい 特権 は、 男子に あって は、 

国の 護り として、 陛下のお 召に 応じ 得る 年齢が そこに 

あると いふ こと、 女子に あって は、 同じく、 国の 宝 を 

挙 ぐべき 妙齢と 称せられる 婚期が、 もはや 含まれて ゐ 

ると、，' ふこと です。 



この 問題の 答へ は、 私の 考へ では、 至極 簡単で あり 
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曰く、 日本の 青年と しての 「嗜 み」 を 完全に、 どこ 

まで も、 自分の ものと する、 これ だけであります。 

それ は、 言ひ換 へれば、 日本人と しての 「嗜 み」 を、 

青年時代から、 それぞれの 立場で しっかり 身に つける 

やうに 嗲業 するとい ふこと に 外ならぬ のです。 



と 場所 を もたなかった 近代 日本の 社会 は、 あらゆる 方 

面で、 かく あるべき 日本人の 姿 を 見失 はせ ました。 典 

型の 喪失、 消滅 は、 男女 性 を 通じて、 青年の 最大の 不 

幸で ありました。 

さて、 かう いふ やうに、 r 嗜み」 とい ふこと は、 心と 

形、 肚と 技、 言ひ換 へれば、 精神と 外貌、 或は 技術 を、 

常に 一体と して 考 へる ところに、 日本的な 人間 鍊 成の 

真面目が 示されて ゐ ると 思 ひます。 

それば かりで なく、 「嗜 み」 の 最も 重要な 本質 は、 道 

徳と 知識と 情操と が、 まったく 不可分の 関係で 織り込 



れ われの 祖先が、 あらゆる 修業の 道に おいて、 その 本 

質 を 究め、 精神 をつ かみ、 練りに 練って、 生な きもの 

に 生命 を 吹き こむ、 あの 「道 を 悟る」 とい ふ 悟道、 精 

根の 限り を尽す あの 「精進」 の 力に 外ならぬの であり 
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目下、 国民 運動と して、 あらゆる 方面から、 官民 一 

体の 国力 増強の 策が 講ぜられて をり ます。 

まづ 生産 拡充であります。 工場、 農村、 鉱山 等の い 

は ゆる 産業 戦士に 向って、 日々 激励の 言葉が 放 たれ、 

国民 全体 も 亦、 その 労に 酬いる 用意 をして ゐ るので あ 



例外 を 除いて、 有形無形の 別 はあります けれども、 実 

にこの 「不嗜み」 な もので 満たされて ゐ ます。 

それで は、 この 「醜い 装飾」 と は どんな もの を 指す 

のか。 それ をい ちいち こ、 で 数へ あげる こと はでき ま 

せん。 また、 実際に あたって 判断 を 下さなければ わか 

らな いもの もあります。 それ は ともかく、 「装飾」 であ 

る 以上、 それ を 求めた 当人 は、 きっと 「美しい」 と 思 

つて ゐ るに 違 ひない。 そこが 面倒な ところで あります _ 

けれども、 これ は 見る 人が 見れば すぐに わかる ので あ 

ります から、 その 気になれば 解決 は 容易であります。 

それから、 「節度」 とい ふ もの を 固く 守る ことで あり 



ます。 これ も、 日本人の 「嗜 み」 の ひとつであります 

が、 例へば、 食 ひ 過ぎ、 飲み過ぎ、 遣 ひすぎ、 いづれ 

も、 「不嗜み」 である。 とい ふの は、 簡単に 云へば、 「だ 

らしがない」 とい ふこと で、 た、 V 単に、 物質的な 不経 

済 を 意味す る だけで はなく、 人間の 品位 を 下げる こと 

になり、 その上、 例の 「もったいない」 とい ふ 神慮に 

もとる 行為と みなされる のであります。 

節度 を 失った 人間が、 節度 ある 生活に 立ち戻る こと 

は 容易な 業ではありません。 しかし、 そこが、 自分 を 

鍛へ 直し、 真の 日本人の すがたに かへ る 肝腎な 道で あ 

りまして、 この 時代に 生き、 この 時代 を 支へ る われ わ 



を 営む 以上、 そこに、 他の 集団生活に は みられない、 

特殊な 秩序と 雰囲気と が 生れる 害であります。 

祖先 以来、 幾 代 も 続いて 同じ 家に 住み、 同じ 習慣 を 

つ、 V け、 親から 子に 一 切の ものが 引き継がれ ると いふ 

昔の 生活と 違 ひ、 最近で は、 さう いふ 家庭 はむしろ 珍 

しくな つて、 多く は、 親の 家 を 離れた ものが、 自分の 

働きで 独立した 生活 を 営み、 そこへ 家風の 違った 他家 

から 妻を娶 つて、 いはば 若い もの 同士が、 それぞれの 

好みと 経験と を 持ち寄って、 いは ゆる 新 家庭 を 作る と 

いふの が 普通であります。 或る時 機が 来る と、 郷里 か 

ら 老人 を 呼び寄せ ると いふ 場合 も少 くあります まい。 



る。 

母親 は 主人の 方針に 従って 子供 を あまり ひどく 叱ら 

ない。 叱って はいけ ない と 物の 本に もよ く 書いて ある 

からで も ある。 云 ふこと を 聴かぬ 子 を 叱らない から、 

ますます 横暴 を 極め、 父親の 背中 さへ 足で 蹴飛ばす。 

「およしなさい、 坊やち やん」 などと 母親 は猫撫 声で 制 

する 直 (似 だけす る。 

父親 は、 いくぶん 照れて、 照れ かくしに、 わざと 突 

慳 貪な 云 ひ 方で、 母親の、 台所へ 瓦斯 を 止めに 行く そ 

の 背中へ 浴せ かける —— 「こら、 新聞 を 早く 持って こ 

い。 何 を S 図々々 して るんだ」 



まさか、 こんな 家庭 はさう ざら に はない と 思 ひます。 

しかし、 この 光景の 一部 は、 今、 殆どす ベての 家庭 生 

活の 隅に ころがって ゐ るので はありますまい か。 

およそ、 日本の 家庭と して、 これく らゐ、 ぶざまな、 

はしたない、 つま リ、 「嗜 み」 の 欠けた 話 はない ので あ 
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たいがいの 人 は それに 気がついて ゐて、 さて どうに 

もなら ない とい ふの が、 佯り のない 現状で あらう と 思 

ひます。 私は少 くと もさう 信じたい のです。 

では、 どう すれば この 醜い すがたが 改められ るか。 

こゝ から 改めて 行かなければ、 すべての 改革 は 不可能 



くら ゐ云 はれて ゐる ことで ぁリ ますが、 その 場合に、 

これ をた >、 生活の 合理化と か、 科学 化と か、 さう い 

ふ 観点から のみ 取り あげ、 または、 消費生活の 規正と 

いふ 名で、 計画的に 生活水準 を 引下げる ことが、 当面 

の 急務と いふ 風に 喧伝され てゐ ます。 もちろん、 その 

何れも、 それだけ として は 異議の あらう 害 はあり ませ 

ん。 

しかしながら、 国民の 総力 を 最高 度に、 しかも、 永 

続 的に 発揮す る 態度 を備 へなければ ならぬ 今日、 あま 

り 性急に、 ものの 一面 だけ を考 へて 事 を 運ぶ とい ふこ 

と は、 注意し なければ ならない ことであります。 つま 



ると ほり、 生活の 協同 化と いふ 一 つの 新しい 試みが、 

十分の 用意 を も つ て 企てられなければ ならな いので あ 
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最後に、 私 は、 生活 上の 「秩序」 として、 すべて 「か 

まける」 とい ふこと がない やうに、 常に 心の 余裕、 ゆ 

とり を もつ ことが 大切 だとい ふこと を附け 加へ たいの 

です。 余裕と は 決して、 心の 緩み をい ふので もな く、 

骨惜しみ を 指す ので もありません。 これ こそ、 家庭 生 

活を味 ひ ある ものと する ひと つ の 要素で あるの みなら 

ず、 この 「味 ひ」 のない ところに は、 「秩序」 も 真の 「秩 

亨 I となり 得ない とい ふこと を、 とくと 申して おきた 



いのであります- 



九 



家庭の 「嗜 み」 について はこれ くら ゐ にして、 次 は、 

社会生活 全般に 亘 つて、 日本人の 「嗜 み」 が どんな 形 

で 現れて ゐ なければ ならぬ か を 述べ ませう。 

わかり 易い ところから、 先づ、 「身嗜 み」 について 申 
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「身嗜 み」 は、 女に 必要で あると 同時に、 男に も 必要 

である こと は 云 ふまで もありません。 しかしながら、 

女の 粧ひ は、 女に とって 一 つの 精神的 労作と もい ふべ 

き 「生命の 表現」 であり ますから、 これ を 男の 場合と 

同様に 片 づける こと はでき ますまい。 

「女 はお のれ を 好む ものの ために かたちづくる」 と 古 

人 は 申し ましたが、 結局、 女の 本能 は 自分 を 美しく み 

せる にある とい ふぐら ゐの 意味で あらう と 思 ひます。 

それ は それで 異論はありません けれども、 そもそも、 

「美しく みせる」 とい ふ 技術と、 その 技術の 根柢 をな す 



出 着の 選び 方 を 研究して ほしいと 思 ひます。 

一般の 男子に ついても、 私 は、 かねがね、 服装に 対 

する 観念が 昔と 大変に 違って 来て、 「嗜 み」 とい ふ 見地 

から 自分の 身なりに 気をつける 男が 少 くな つたこと を 

これでよ いの かと 思って ゐ たのです が、 今 は、 殊更 そ 

れを云 ふべき 時機で はあります まい。 

た y ひとつ、 青少年の 服装に ついて、 世間が あまり 

親切で ない こと を、 私 はいく ぶん 心配して ゐる もので 

す。 材料に 制限の ある こと は、 これ は 已むを 得ません 

が、 せめて、 制服の 仕 立 をもう 少し 注意して、 からだ 

に 合 ふやう にす ると か、 それ も 無理なら、 軍隊の やう 



て、 世間で 嗤 はれる やうな 恰好 はさせ なかった。 今の 

やうに、 息子 や 娘に、 「お母さん は 洋服の こと は ご存じ 

ないから」 とか、 「お母さんの 好み は 野暮った くて」 と 

か、 そんな こと は、 仮り にも 云 はせ ないだ けの 権威 を 

もって ゐ たのであります。 

息子 や 娘が 従順であった からと いふ、 た、 V それだけ 

の 理由で はない こと を、 私 は 確信して ゐ ます。 むしろ、 

昔 は、 慣例、 仕来りと いふ ことが 厳格に 守られ、 服装 

の 選択 範囲 も 比較的 限られて ゐ たために、 さう 複雑な 

知識 や 感覚 を 必要と しなかった とい ふこと だけ は 云へ 

ませう。 そこが、 現代の 母親の 大いに 用意と 苦心の い 



ると， J ろであります。 

私 は 先だって 東北の ある 村 を 視察し ましたが、 たま 

たま 国民学校の 小さな 生徒た ちが、 学校が 退けて ぞろ 

ぞろ 家に 帰る 途中と いふと ころに 出く はしました。 

農村の 子供た ちの 将来に ついて、 私 は 非常な 関心 を 

もって をり ます。 無邪気に 戯れながら、 三々 五々、 野 

道 を 後に なり 先にな りして、 家路へ 急ぐ のであります 

が、 家に は 誰が 待って ゐ るかと、 私 はふと 思った。 農 

村の 母親 は、 多分、 今時 は 野良の 仕事 を 一 手に 引受け 

てゐ て、 子供の ためにお やつ を 用意して 待って ゐるゃ 



ど を 意味す るので あります。 何処へ 出ても、 人間と し 

て の 矜リを 保ち 得る だけの 身支度であります。 

そこで、 あまり 「身 だしな み」 にこ だはって、 却つ 

て 不自然な、 男なら ば こせこせした 印象 を 与へ ると い 

ふやうな 結果になる ことがあ リ ます。 これ はもう、 ほ 

ん たうの 「身 だしな み」 ではなく、 一 種の 虚飾で あり、 

日本的な 「嗜 み」 を 失った 浮薄で 柔弱な 趣味の 持ち主 

だと 私 は 思 ひます。 「身なり を かま はぬ」 とい ふこと が、 

どうかす ると、 逆に その 人柄の 美し さ を 褒めた 言葉と 

して 用 ひられる の は、 さう いふ 現象に 対する 皮肉で あ 

リ ま ^9 



れ るべ き 性質 の ものであります。 習った とほり の 言葉 

を、 何時、 何処で でも 遣 ふとい ふこと になる と、 それ 

は 滑稽であります。 つまり、 「嗜 み」 がない とい ふこと 

になる。 

行儀作法、 言葉 遣 ひ を 含めた 人間の 行動の 規準 は、 

めいめいが 己れ の 「矜 り」 を 保つ とい ふところ にある 

の は 当然と して、 その 「矜 り」 が、 社会生活 を 最も 秩 

序 ある ものと し、 人と 人との 関係 を 常に 円滑に 運ばせ 

る やうな ものである ことが 絶対に 必要であります。 

自分の r 矜り」 が、 他人の 「矜 り」 を 傷け る やうな 

場合が 仮り にある としても、 それが 不必要に、 不用意 
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近頃、 「親切 運動」 とい ふやうな ことが 提唱され 実践 

されて ゐ ますが、 私 は、 これが つまり、 「嗜 み」 の 復興 

を 目指した 運動 だと 解して ゐ るので す。 「親切」 とい 

ふ 言葉 は 誰の 耳に も は ひり 易い ので、 さう したのに 違 

ひありません が、 どうも 「含み」 が 足りません。 親切 

の 押売り は、 や、 もす ると、 日本人の 好みに 反した 「わ 

ざと らし さ」 に 終る からであります。 人に 親切に する 

前に、 自分の 「嗜 み」 として、 自らの 矜リ のために、 

当然な すべき ことが、 そこで は 取り あげられて ゐ るか 

ら であります。 



例へば、 乗物の なかで、 若い 元気な ものが 席 を 立つ 

とい ふが 如き、 それ は 若い ものの 「嗜 み」 に 過ぎ ませ 

ん。 決して 「親切」 などと いふ 道徳め いた 色 合で 塗り 

あげなくても よろしい のです。 

商人が 無愛想に なった とい ふ。 誠に 困った ことで あ 

ります が、 これ も、 客の 方が 卑屈で 図々 しい 以上、 無 

理 もない ことです。 そこで、 商人 も 客 も、 それぞれ 相 

手の ために どうかう とい ふ 前に、 まづ、 自分自身に 対 

して 恥 かしくな いかどう か を 反省して みるべ きです。 

r 矜り」 の 失 はれた ところから は、 決して、 高い 道義 は 

生れません。 「礼」 の 精神 も 亦、 本来、 自ら を 持す る 「嗜 



時と 場所柄と を 弁へ る ことが 「嗜 み」 の ひとつで あ 

ると いふ こと は、 「嗜 み」 なる ものが、 決して 型に はま 

つた、 融通の 利かない もので はない とい ふ 証拠な ので、 

何時も 「他処 行き 面」 をして 取 澄して ゐる ことが r 嗜 

み」 であるな どと 考 へて はなり ません。 

締る ときには 締リ、 寛ぐ ときには 寛ぎ、 常に 自然の 

うちに 周囲との 調和 を 保ち、 その 言動に 聊か も 狂 ひの 

ない ことが その 眼目であります。 



断の ならな さ、 「八方美人」 の 頼りな さが 誰の 眼に も そ 

れと 感じられ、 もう それが 感じられる だけで、 その 人 

物 は、 それだけの 人物 だとい ふこと がわ かるので あり 
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更にもう ひとつ 注意すべき こと は、 「嗜 み」 の 消極的 

な 一面、 即ち、 「羽目 を 外さぬ」 とい ふ 面 だけ をみ て、 

それなら、 結局、 「尻尾 を 出さぬ」 とい ふこと、 「猫 を 

かぶる」 とい ふこと ではない かと 考 へる ものが あるか 

も 知れません が、 それ は 大きな 間違 ひです。 なぜなら、 

最初に も 云った とほり、 「嗜 み」 と は、 「矜 り」 の 現れ 

でありまして、 他人の 前 をつ くろふ 精神と はおよ そ 正 



反対な ものであります。 周囲との 調和と いふ こと も、 

周囲に よりけ りで ある こと はもち ろん、 苟 くも 常にお 

のれ を 屈して 忍ぶ ベ からざる を 忍び、 自己の 保身の た 

めに 妥協 を 旨と する やうな 意味 は 絶対にな いのです。 

どの 程度 を 忍び、 どの 程度 を 譲歩すべき か は、 日常 

絶えず われわれに 迫って 来る 問題です が、 この 処理 は、 

概ね その 人の 性格と 「嗜 み」 と を 示す もので ありまし 

て、 いは >、 社会生活 を 通じての 興味 ある 自己 訓練で 

あります。 

主張すべき こと を 主張し、 貫徹すべき こと を 貫徹す 

る 断乎たる 態度 は、 威あって 猛 からぬ 風貌 挙止と とも 



に、 日本人の 「嗜 み」 として 最も 尊重 せらるべき もの 

であります。 

時と 場所柄と を 弁へ ぬと いふ 点で は、 堂々 と 自己の 

所信 を 述べ るべき 場合で ある にも拘らず、 徒らに 遠慮 

また 躊躇して、 その 機会 を 逸して しま ふやうな 例が 少 

くありません。 特に、 それが 勇気 を 欠く ためとあって 

は、 まことに 「嗜 み」 のない 話であります。 かう いふ 

際、 よく、 喋る のが 嫌 ひだから とか、 下手 だからと か 

いふ 遁辞 を 用 ひるので すが、 これ もよ く考 へて みると 

喋る の は 必ずしも、 好きだから、 上手 だから 喋る ので 

はない さう いふ 人 も あるに はあり ますが < 間 



とであります。 卑怯 未練な 振舞 はもち ろん のこと、 用 

意 周到 を 欠いて、 いざと いふ 時 あわてふため くが 如き 

は、 これみ な 「不覚」 のいた すと ころで、 それぞれの 

立場に 応じ、 分に 従 ひ、 何時 どんな ことが 起っても、 

自若と して これに 立ち 向 ふことの できる 準備が できて 

ゐて、 はじめて、 「不覚 を とらぬ」 ことになるの であり 
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これが ため、 心胆の 練磨、 技能の 熟達、 細心の 注意、 

特に 名 を 重んじ、 恥 を 知る ことが 必須の 要件で ありま 

およそ 日常生活の あらゆる 「嗜 み」 は、 最後 はこの 



日本国民の 見事な 典型 は、 云 ふまで もな く、 万 葉の 「ま 

すら をぶ り」 に昭々 として これ をみ る ことができます- 

「海 ゆかば 水づく 屍」 の あの 悲壮な 決意 は、 「大君のへ 

にこ そ 死なめ」 の大 悲願に よって、 はじめて 雄渾 典雅 

な 響き を もつ のでありまして、 こ、 に 人間 最高の 「私 

なき」 姿が 顕現 するとと もに、 日本人の 窮極の 「矜 り」 

と 「嗜 み」 とが、 自然にして しかも 厳しく、 悠々 たる 

うちに 情熱 をた、 へた、 世に 比 ひなき 美しい 映像と な 

つ て 浮び あがる のであります。 



しからう と 思 ひます。 従って また、 これ は、 戦 ひつ、 

ある 日本国民の 姿と して、 今日、 男女の す、 V てに 適応 

す、 V き 適切な 標語であります 

「花」 と は 心情の 深さ、 豊か さであります。 知徳 秀で、 

忠孝の 志 厚く、 古今の 書に 通じ、 芸道に 明るく、 挙止 

端正に して 礼に かな ひ、 温容よ く 子供 をな つかしめ、 

弱者に 対して 涙 あり、 想 は 磨かれて 詩歌 ともなり、 人 

心の 機微 をつ かんで、 明察よ く 事 を 断ず ると いふの が 

これであります。 

「実」 とい ふの は、 武人なら ばむ ろん 武芸に 熟達し、 

勇気に 富み、 名 を 惜しむ とい ふやうな 武士 本来の 資格 



を 云 ふので ありまして、 これ はまった く 問題が 別で あ 

リま 

要するに、 花と 云 ひ 実と 云 ひ、 それが 美で あらう と 

力で あらう と、 単に その 時々 の 心 構へ や 努力 だけで は 

どうに もなら ぬ ものであります。 

その 意味で、 「氏」 と 「育ち」 は 昔から、 人間の 人格 

価値 を 大部分 左右す る ものと されて ゐ るので あります _ 

が、 少く とも、 日頃の 工夫 鍛鍊 は、 「育ち」 の 延長と し 

て、 自己 育成の 仕上げと もみるべき 決定的 事業です。 

r 嗜み」 の 「嗜 み」 たる 所以 もまた こ、 にある ので あり 
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と 自称す る 理想の 低 さに よって、 たゾ それだけで 一 般 

の 倫理と はな リ得 ないだ けです。 

女子 青年が 「女らし さ」 の 完成 を 目指すべき こと も 

亦 これと 同様であります が、 「女らし さ」 とい ふこと が 

とかく 誤られが ちで、 新時代の 女性の 理想 は、 た、 V 単 

に 「男性の ために」 とい ふ 従属 的な 関係の み を 基本と 

して 打ち 樹 てらるべき ではありません。 女 は、 女と し 

ての 自らの 矜リ のために 「女らしく」 あるべき であり 
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男女の 特質の 詳細な 比較 は、 こゝ では 必ずしも 必要 

ではあります まい。 たゾ、 男の 「男らし さ」 は 女 を 「女 



らしく」 し、 女の 「女らし さ」 は 男 を 「男らしく」 さ 

せる 根本の 条件 だとい ふこと を、 こ、 では はっきり 云 

つてお くにと、 V めます。 

一 六 

そこで、 男女 青年、 特に 男子 青年に 「嗜 み」 として 

希望した いこと は、 前章 「文化と は」 の 項に 掲げた、 

r 卑浴 さ」 を はじめと して、 苟 くも、 「卑しい」 と 名の 



曇ら し て 歩き 出す 青年 の 姿が、 なんとしても 私の 眼の 

前に ちらつく の は、 いったい なぜで せう。 

この 標語の 「効果」 について は、 私 は 強 ひて 問題に 

しません。 た、 V、 この 標語から 受ける 国民の、 殊に 青 

年の 印象 を、 「日本の 文化」 とい ふ 立場から 考 へて みま 

すと、 これ は 決して、 日本の 気高い すがた を 映した も 

のと は 云へ ない のみならず、 逆に、 甚だ 日本的なら ざ 

る、 露骨な 実利主義の、 それ も、 国語の 滋味 ある 語感 

と、 伝統的な 美しい 生活 感情と を 無慙に 傷つけ て恥ぢ 

ない、 一 種の 冒瀆が 得意げ に 行 はれて ゐ るからで あり 
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くれぐれも 断って おきます が、 私 は、 今、 青年の r 嗜 

み」 について 語って ゐ るので す。 

最も 「嗜 み」 のない 一 例 は、 かう いふ 標語 をみ て、 

反感 を 抑へ きれず、 「貯金な どす る もの か」 と、 一 瞬で 

も 心の中で 叫ぶ、 その 本末 を 弁へ ぬ 態度であります。 

「貯金」 は 国家の ためにす るので あって、 標語 を 作つ 

たり、 選んだり した 人間の ためにす るので はあり ませ 

ん。 

それなら、 その ポスタ ー を 引き裂い てし まふ かとい 

ふと、 これ また 穏か でありません。 今のところ、 この 

ポスタ —のために、 一人で も 二人で も、 実際、 貯金 を 



最後に 女子 青年の ために、 「女の 嗜み」 について、 も 

う 少し 補足して おきたい と 思 ひます。 

「女の 嗜み」 のうち、 最も 卑近な もの は、 身 だしな み 

でせ うけれ ども、 これ は 前に も 云った とほ リ、 単に 「化 

粧」 や 「服飾」 によって、 「美しく みせる」 とい ふこと 

を 問題に して ゐ るので はなく、 むしろ、 女の 「女らし 

い」 慎みと 用意と を 正しい 「身づ くろ ひ」 によって 示 

す ことです。 例へば、 髪の毛 を 乱さず、 帯 をき ちんと 

結ぶ とい ふやうな ことで も、 それ はもう 貞節の 堅固 さ 

を 象徴す る ことになると いふ やうな 意味が あるので す _ 



わけても、 これからの 女性が 身に つけなければ なら 

ない 「たしな み」 は、 如何なる 境遇に あっても、 かの 

「家庭の 雑用」 と 叫ばれる 細々 とした 仕事 を、 最も 能率 

的に 処理し、 しかも、 それが 目的で はなく、 より 大き 

な 目的 を 達成す るた めの 手段で あると いふ、 いは y 

綽々 たる 余裕 を 保つ 技術的 鰊 磨であります。 

次に、 「女の 嗜み」 として 是非とも 若い 女性に 望みた 

いこと は、 普通の 行儀作法 もさる ことながら、 特に、 

強靭な 肉体の 自由な 操作と、 敢為な 気性の しなやかな 

表現と を、 新しい 「女性美」 の 目標の 中に 含ませる こ 



さて、 これで、 青年の r 嗜み」 と はどうい ふこと か、 

この 「嗜 み」 によって はじめて、 日本 青年と しての 矜 

リが 保てる とい ふことまで はわかった と 思 ひます。 

そこで、 もっと 具体的に、 これらの 「嗜 み」 を 身に 

つける 方法 を 知りたい とい ふ 要求が 湧いた としたら、 

私 は、 この 要求に 対して、 かう 応 へたい のであります。 



底本 ： 「岸 田國士 全集が」 岩波 書店 

1991 (平成 3) 年^ 月 8 日 発行 

底本の 親 本" 「力と しての 文化 II 若き 人々 へ」 河 出 

房 

1943 (昭和 S3) 年 6 月^日 発行 

初出 ： 「力と しての 文化 —— 若き 人々 へ」 河 出 書房 

1943 (昭和^) 年 6 月^日 発行 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 010年5月ひ日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



